世界を変えるRNAテクノロジー by 齊藤, 博英 et al.
Title世界を変えるRNAテクノロジー
Author(s)齊藤, 博英; 大野, 博久; 中西, 秀之; 川﨑, 俊輔; 余越, 萌; 弘澤, 萌; 松浦, 理史; 赤峰, 冴
Citation京都大学アカデミックデイ2017 : 研究者と立ち話（ポスター/展示） (2017)
Issue Date2017-09-30
URL http://hdl.handle.net/2433/227859
Right
Type Presentation
Textversionauthor
Kyoto University
酵素
細胞骨格
ホルモン
細胞を自在に制御するRNAテクノロジー
翻訳
細胞の特徴はどのように決まるのか？
メッセンジャーRNA (mRNA)
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目的の細胞
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“テクノロジー”により解決！
私たちの体を作る細胞と細胞
分裂
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細胞の医療への応用
分化
誘導
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分化誘導
細胞
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問題点
mRNAスイッチ
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標的となるマイクロRNAやタンパク質によって、
mRNAから作られるタンパク質を制御できる!!
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DNAには「遺伝情報」が書き込まれている マイクロRNA
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RNA
遺伝情報のコピー 	遺伝子発現を調節
タンパク質
細胞の働きや運命を決める
DNA
遺伝情報を記録する
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違う種類の細胞では、
作られるRNAの種類は異なる
作られるタンパク質の
種類も異なる
染色体
調節
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応用その2. 細胞死を制御して、不要な細胞だけを取り除く
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mRNAスイッチ
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mRNAスイッチを使ってできること
私たちが目指す未来
ゲノム編集(-
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遺伝情報を書きかえるi
狙った細胞のみでゲノムを書きかえることができる！
応用その3.目的細胞のゲノムを書きかえる
がん細胞
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応用その1. 細胞を見分け、必要な細胞だけを取り出す
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死滅
生存
正常な細胞に副作用を
及ぼさない治療法に！
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ゲノム編集スイッチ
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ゲノム編集
タンパク質が
作られる
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タンパク質は
作られない
Æf,sW(*7
異常な遺伝子
正常な遺伝子+
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異常な部分9除去
安全な遺伝子治療を実現するには、
目的の細胞内でのみはたらかせる必要がある
ゲノム編集を利用した遺伝子治療
